
一
三
一
年

月

t 

^ 

才し
プミ

二
月

一、
一宮一回

一
、
ニ
六
三

}、O
}品
目

Cコ

月

-
7く

四
月

一= 一=ヨー

五
月

}
回
二

七六
月月

ヨZ

人
九
五

五
八
六

九八
月月

七
()八

-t:; 

一、
一入。

-
四
七

一O
月

:E. 

七

O

一
一
月

一O入

一
一
一
月

一
八
六

二
四
年

月

七
ブミ

二
月

-
p・a，、
= 一

三
月

註
川
年
次
欄
一

一一一年
と
は
日
本
に
付
て
は
昭
和

一
一一
一年
、
ド
イ
ツ
及
び
ソ
ヴ
イ
エ
ツ
ト
に

付
て
は

一
九
一
三
年
と
し
、
以
下
同
様
と
す
。

凶
日
本
欄
の
数
字
は
附
表
第
一
の
綜
合
実
効
価
格
指
数
に
よ
り
戦
前
の
円
に
換
算
せ
る

も
の
。

t 
z 

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
つ
い
て

昭
和
お
・
マ
-
-

目

次

(ー)

は

し

が

き

国(斗

報
告
書
第
一
部
の
概
要
と
そ
の
意
義

報
告
書
第
二
部
の
構
成
と
そ
の
結
論

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
つ
い
て

附個)
表
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
報
告
と
の
関
係

対
日
賠
償
試
案
比
較
表
(
年
間
能
力
)

←) 

は

し

が

き

ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
は
、
一
九
四
七
年
六
月
三
十
日
附
を
以
て
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
の
海
外
調
査
相

談
所
(
。
4
冊目

g問
。

8
2ロ
S
F
H
5
0
4
0円
己
主
)
と
の
聞
に
、
日
本
の
工
業
施
設
に
対

す
る
賠
償
の
基
磁
と
な
る
べ
き
調
査
を
委
嘱
す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
こ
の
相
談
所
は
占
領
地

の
産
業
状
態
を
分
析
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
陸
軍
省
を
援
助
し
、
勧
告
を
行
ふ
目

的
を
以
て
ア
メ
リ
カ
有
数
の
技
術
及
び
評
価
関
係
諸
機
関
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
も
の
で
、
所

長
は
ク
リ
フ
ォ
ー
ド

・
ス
ト
ラ
イ
ク
氏
で
あ
る
。
一
九
四
八
年
三
月

一
日
ロ
イ
ヤ
ル
陸
軍
長
官

に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
と
は
右
契
約
に
基
き
広
範
な
る
実
地
調
査
を
も
含
む

六
ヶ
月
余
に
亙
る
作
業
の
結
果
作
成
さ
れ
た
最
終
報
告
書
で
あ
る
。
本
報
告
書
は
ポ
1
レ
!
賠

償
報
告
書
と
同
様
勧
告
案
の
形
式
を
と
り
、
ア
メ
リ
カ
政
府
自
身
の
公
式
の
見
解
で
は
な
い
。

然
し
乍
ら
ポ
l

レ
l

報
告
が
ア
メ
リ
カ
政
府
を
通
じ
て
極
東
委
員
会
に
提
出
さ
れ
、
対
日
中
間

賠
償
計
画
の
基
礎
と
な
っ
た
如
く
、
本
報
告
も
亦
対
日
賠
償
問
題
最
終
処
理
決
定
の
上
に
重
要

な
資
料
を
提
供
す
る
で
あ
ろ
う
。
間
報
告
共
に
そ
れ
が
準
拠
す
る
対
日
賠
償
の
根
木
原
則
、
即

ち
戦
争
潜
在
力
の
破
壊
と
国
民
の
最
低
生
活
の
保
障
の
二
点
は
全
く
同
様
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
を
ポ
1
レ
1
報
告
と
比
較
す
る
時
、
そ
ζ
に
は
日
本
経
済
の
実
体
に
関
す
る

認
識
と
理
解
の
程
度
に
於
て
格
段
の
進
歩
が
あ
り
、
そ
の
結
果
こ
の
二
つ
の
勧
告
案
の
与
え
た

具
体
的
結
論
に
至
つ
て
は
、
殆
ど
質
的
と
も
称
す
べ
き
大
幅
の
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。

周
知
の
如
く
本
報
告
の
内
容
は
二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
即
ち
第
-
部
は
、
ア
メ
リ

カ
国
務
、
陸
軍
、
海
軍
三
省
の
調
整
連
絡
委
員
会
が
対
日
賠
償
に
関
し
協
議
作
成
し
た
「
公
文

書
二
三
六
|
四
三
号
」
に
従
ふ
場
合
、
ど
の
工
場
を
残
し
ど
の
工
場
を
撤
去
す
る
か
を
勧
告
し

た
部
分
で
あ
り
、
第
二
部
は
、
右
試
梁
と
関
係
な
く
、
海
外
調
査
相
談
所
独
自
の
見
解
に
よ
っ

て
臼
木
に
残
置
せ
ら
る
べ
き
諸
工
場
及
び
生
産
能
力
に
就
て
の
勧
告
で
あ
る
。
以
下
附
表
に
於

て
為
し
た
分
析
に
基
き
ポ
l
レ
l
最
終
報
告
と
比
較
し
つ
つ
、
第
一
部
及
び
第
二
部
の
概
要
を

説
明
し
、
最
後
に
そ
の
後
発
表
せ
ら
れ
た
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
報
告
書
と
の
関
係
を
考
察
す
る
と
と

と
す
る
。

四
九



弓A
田園

説
〈
そ
の

般

一、ー_，

経

i斉

報
告
書
第
一
部
の
概
要
と
そ
の
意
義

三
省
調
整
迎
絡
委
員
会
「
公
文
書
一
一
一一一
六
|
四一一一
号
」
は
、
日
本
に
対
す
る
賠
償
を
目
標
と
し

て
、
先
ず
日
本
に
残
置
せ
ら
る
べ
き
生
産
設
備
能
力
を
主
要
産
業
部
門
別
に
指
定
す
る
こ
と
を

そ
の
主
た
る
内
容
と
す
る
。
従
っ
て
、
報
告
書
第
一
部
に
於
け
る
作
業
は
、

ω当
該
高
業
部
門

の
現
有
設
備
能
力
を
測
定
し
、
間
之
を
「
公
文
帯
二
一-一六
l
四一
一一号
」
の
桁
定
す
る
残
置
能
力
に

照
し
て
撤
去
能
力
を
決
定
し
、
間
次
に
こ
の
決
定
に
従
っ
て
具
体
的
に
ど
の
工
場
を
残
世
し
、

ど
の
工
場
を
撤
去
す
べ
き
か
を
指
定
し
、

ω最
後
に
こ
の
撤
去
施
設
の
価
額
を
評
価
す
る
、
と

い
ふ
四
つ

の
プ
ロ

セ
ス
を
以
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
間
の
詳
細
b
u
語
る
こ
と
は
殆
ど
第

一

部
の
す
べ
て
を
再
録
す
る
と
と
に
も
等
し
い
か
ら
こ
こ
で
は
そ
れ
を
省
い
て
各
部
門
別
に
結
論

の
袈
点
の
み
を
概
説
す
る
に
止
め
る
。

口

間"
a
q

，
 

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
は
日
本
の
鉄
鋼
の
実
際
生
産
能
力
(
年
間
)
を
銑
鉄
一-
一
百
六
十
万
屯
、
鋼
桃

六
百
四
十
万
屯
、
鋼
材
四
百
二
十
万
屯
と
見
積
っ
て
い
る
。

「
公
文
書
一

一一一
一六

l
四
一一一
号
」
の
指

定
す
る
残
置
能
力
は
銑
鉄
二
百
万
屯
、
鋼
泌
三
百
五
十
万
屯
、
鋼
材
二
百
六
十
五
万
屯
で
あ
る

か
ら
賠
償
撤
去
は
夫
々
百
六
十
万
屯
、
二
百
九
十
万
屯

A
び
百
五
十
五
万
屯
と
な
る
。
現
有
能

力
に
対
す
る
認
識
に
大
会
な
針
訟
が
あ
っ
た
に
も
せ
よ
、
ポ
l
レ
l
紺
併
の
指
定
し
た
賠
償
撤

去
能
力
、
銑
鉄
五
百
万
屯
、
銅
塊
九
百
万
屯
及
び
鋼
材
六
百
万
屯
と
比
較
す
る
な
ら
ば
格
段
の

相
逃
が
見
出
さ
れ
る
。

A 

欽-ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
及
び
マ
グ
ネ
シ
ユ
1
ム

ポ
i
レ
1
報
告
は
ア
ル
ミ
エ
ユ
1
ム
及
び
マ
グ
ネ
シ
ユ
l

ム
関
係
全
施
般
の
撤
去
を
勧
告
し

た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
は
ア
ル
ミ
ニ
ュ

ー
ム
及
び
マ
グ
ネ
シ
ユ
1
ム
の
現
有
施
設
能
力
(
年
間
)

を
夫
々
九
万
三
千
屯
及
び
六
百
八
十
屯
と
な
し
て
い
る
が
、

「
公
文
書
一
一一一一六
i
四
一
-
一号
」
に
従

ふ
と
こ
の
中
ア
ル
ミ
ニ

ュ
ー
ム
二
万
五
千
屯
の
残
置
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

C

軸

受

工

業

ポ
1
レ
1
報
告
は
軸
受
て
業
全
施
設
の
撤
去
を
勧
告
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
は
そ
の
現
有

施
般
能
力
を

一
九
四
三
|
四
四
年
平
均
価
絡
で
年
産
九
千
百
八
十
万
円
と
見
泊
っ
て
い
る
が

「
公
文
書
一

二
三
ハ
l
四
三
場
」
は
そ
の
中
三
千
二
百
五
十
万
円
に
刷
当
ナ
る
施
設
の
残
置
を
認

め
て
い
る
。

B 

E 
O 

工

作

機

械

日
本
に
残
置
せ
ら
る
べ
き
工
作
機
械
製
造
能
力
は
ポ
l
レ
1
報
告
、
「
公
文
守
一
一
一
一
一
六
|
四

三
号
」
共
に
年
間

一
万
台
と
な
っ
て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
よ
れ
ば
そ
の
現
有
能
力
は
約

三
万
七
千
台
で
あ
る
か
ら
約
二
万
七
千
台
分
の
製
造
施
設
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
工
作

機
械
の
保
有
台
数
に
就
て
は
五
十
万
乃
至
六
十
万
台
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告

は
こ
の
数
・
半
を
充
分
に
検
討
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
な
ほ
ポ
l

レ
l
報
告
が
同
本
に
許
容
す

る
工
作
機
械
の
保
有
台
数
は
十
五
万
五
千
台
、
「
公
文
書
一一
一一一
六
|
四
一
一
一
号
」
の
そ
れ
は
一
一
十
五

万
台
で
あ
る
。

D 

取

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
よ
る
硫
酸
の
現
有
設
備
能
力
は
年
間
四
百
七
十
五
万
五
千
屯
で
あ
る

が
、
ポ
l
レ
l
報
告
に
よ
る
撤
去
能
力
は
百
五
十
万
屯
、
「
公
文
書
二
三
六
|
四
三
号
」
の
そ
れ

は
百
二
十
四
万
五
千
屯
で
あ
る
。
な
ほ
何
れ
も
撤
去
工
場
が
す
べ
て
接
触
法
の
そ
れ
に
指
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

B 

硫ソ
ー
ダ
灰
、
苛
性
ソ
ー
ダ
及
び
塩
紫

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
よ
る
ソ
l

〆
灰
、

電
解
苛
性
ソ
ー
ダ
忍
び
塩
素
の
現
宿
敵
備
能
力
は

夫
々
、
凶
十
九
万
三
千
屯
、
十
二
万
八
千
屯
及
び
十
一
万
三
千
屯
で
あ
る
。
之
に
対
し
ポ
l

レ
l
報
告
の
指
定
し
た
撤
去
能
力
は
夫
々
四
十
五
万
屯
、
十
九
万
五
千
屯
及
び
十
七
万
五
千
屯

で
あ
る
が
、
「
公
文
書
二一
一一
六
|
間
三
号
」
に
よ
れ
ば
、
ソ
ー
ダ
灰
四
十
九
万
三
千
屯
、
電
解
苛

性
ソ
ー
ダ
八
万
二
千
屯
(
当
然
七
万
五
千
屯
の
極
京
生
産
を
含
む
)
の
生
産
施
設
が
許
さ
れ
て
い

る
か
ら
、
ソ
ー
ダ
灰
の
現
有
施
般
は
之
に
及
ぱ
ず
、
電
解
苛
性
ソ
ー
ダ
四
万
六
千
屯
の
施
設
の

み
が
賠
償
に
充
て
ら
れ
る
こ
と
L
な
る
。

F 

酸

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
よ
る
硝
酸
の
現
有
設
備
能
力
は
十
三
一
万
七
千
屯
で
あ
る
が
、
之
に
対
し

日
本
に
残
置
さ
れ
る
能
力
は
ポ
l
レ
1
報
告
一
万
二
千
五
百
屯
、
「
公
文
啓一一一
一一六

l
凹
一一一号
」

三
万
屯
で
あ
る
。

G 

硝火
力
発
地

ポ
l
レ
l
報
告
は
凹
百
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
能
力
〈
最
大
出
力
)
を
有
す
る
火
力
発
電
施
設
の
半

分
、
即
ち
二
百
万
キ
ロ

ワ
ッ
ト
に
相
当
す
る
純
設
の
撤
去
を
勧
告
し
た
。
之
に
対
し

「
公
文
書

H 



一
二
三
ハ
|
四
一
二
号
」
は
送
電
幹
線
に
接
続
す
る
火
力
発
電
能
力
三
百
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
(
常
時
能

力
)
が
日
本
に
残
置
せ
ら
る
べ
き
こ
と
を
決
定
し
た
。
海
外
調
査
相
談
所
が
調
査
し
た
結
果
は
送

電
幹
線
に
接
続
す
る
日
本
の
火
力
発
電
能
力
が
こ
の
水
準
以
下
(
百
九
十
二
万
キ

ロ
ワ
ッ
ト
)で

あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
従
っ
て
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
は
そ
の
第
一
部
に
於
て
電
気
事
業
用
発
電

所
及
び
之
に
接
続
す
る
自
家
用
発
電
所
は
一
切
賠
償
に
充
当
し
な
い
こ
と
を
勧
告
し
て
い
る
。

I 

尚.

、、Y4品川

ポ
l
レ
l
報
告
は
五
千
屯
以
上
の
船
舶
百
十
四
隻
八
十
六
万
九
千
屯
を
賠
償
に
充
当
し
、
且

つ
将
来
の
商
船
保
有
限
・
皮
を
十
二
ノ
ッ
ト
、
五
千
屯
以
下
の
も
の
は
百
五
十
万
屯
に
定
め
る
こ

と
、
及
び
三
十
|
四
十
造
船
所
を
撤
去
し
て
日
本
に
残
置
す
る
造
船
所
は
大
造
船
所
十
、
小
造

船
所
十
二
の
み
と
す
る
こ
と
を
勧
告
し
た
。
「
公
文
書
一一
一一一
六
|
四
三
号
」
は
商
船
の
保
有
限
度

を
十
五
ノ
ッ
ト
、
六
千
屯
以
下
の
も
の
二
百
万
屯
と
し
、
新
船
建
造
能
力
十
五
万
屯
の
造
船
施

設
及
び
一二
百
万
屯
の
商
船
隊
に
サ
!
ヴ
イ
ス
し
得
る
船
舶
修
理
施
設
を
日
本
に
残
置
す
る
こ
と

を
許
容
し
た
。
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
よ
る
と
日
本
の
現
有
船
舶
は
百
二
十
九
万
九
千
屯
で
総
量

に
於
て
は
保
有
限
度
に
遥
か
に
及
ば
な
い
が
、
十
五
ノ
ッ
ト
六
千
屯
以
上
の
船
舶
入
隻
合
計
五

万
九
千
屯
だ
け
は
撤
去
に
指
定
さ
れ
る
。
又
同
報
告
に
よ
る
現
有
の
新
船
建
造
能
力
は
八
十
万

一
千
屯
で
あ
り
、
そ
の
中
六
十
四
万
八
千
屯
相
当
の
施
設
が
賠
償
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

其

他

石
油
精
製
友
び
貯
油
施
設
に
於
て
は
ポ
l

レ
l
報
告
と
「
公
文
書
一
一
一
一一
六
|
四
三
号
」
の
聞
に

著
変
な
く
、
又
人
造
ゴ
ム
、
人
造
石
油
の
生
産
右
全
然
認
め
な
い
ζ
と
、
及
び
人
造
石
油
施
設

の
肥
料
生
産
施
設
へ
の
転
燥
を
一
定
の
制
限
の
下
に
許
容
す
る
こ
と
、
な
ど
は
両
者
共
全
〈
同

一
で
あ
る
が
、
前
者
が
賠
償
撤
去
を
勧
告
し
た
銅
、
タ
ー
ル
、

セ
ル
ロ
イ
ド
、
ア
ル
コ

ー
ル
、

メ
タ
ノ
ー

ル
、
鉄
道
等
の
諸
部
門
に
就
て
は
後
者
は
一

切
言
及
せ
ず
、
又
前
者
が
設
定
し
た
紡

機
設
備
錘
数
三
百
万
、
機
械
設
備
台
数
十
万
台
の
如
会
制
限
も
後
者
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
概
説
し
た
報
告
書
第

一
部
の
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
・とし
て
の
目
的
は
勿
論
「
公
文
書
一
一
一一一

六
l
四
一一一
号
L

そ
の
も
の
の
紹
介
で
は
な
〈
、
こ
の
仮
祭
に
従
っ
た
場
合
い
く
ば
く
の
産
業
施

設
が
日
本
か
ら
撤
去
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
に
関
す
る
勧
告
ポ
あ
る
。
然
し
乍
ら
、

ωと
の
報
告

を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
国
務
、
陸
軍
、
海
軍
三
省
調
整
連
絡
委
員
会
決
定
に
係
は
る

「
公
文
書

一
二
三
ハ
|
四
一
一
一
号
」
が
公
表
さ
れ
、
而
も
該
文
書
が
前
提
す
る
目
木
経
済
に
対
す
る
理
解
の
程

J 

ス
ト
ラ

イ

ク
報
告
に
つ
い
て

度
が
ポ
!
レ
1
最
終
報
告
に
較
べ
て
数
歩
前
進
し
て
居
り
、
そ
の
結
果
日
本
に
許
容
さ
れ
る
・崖

業
水
準
に
も
可
成
の
改
善
を
見
た
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
こ
と
、
聞
報
告
第

-
部
の
作
業
を
通

じ
て
日
本
経
済
に
対
す
る
理
解
が
更
に
深
め
ら
れ
(
例
え
ば
産
業
施
設
の
公
称
能
力
と
実
際
能

力
と
の
大
き
な
差
違
が
広
範
且
つ
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
)
、
報
告
第
二
部
に
於
け
る
更
に
寛

大
な
勧
告
案
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
、
の
二
点
は
少
〈
と
も
日
本
側
と
し
て
見
逃
す
こ
と

の
出
来
ぬ
大
き
な
収
穫
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

報
告
書
第
二
部
の
構
成
と
そ
の
結
論

報
告
書
第
二
部
に
於
て
は
海
外
調
査
相
談
所
独
自
の
見
解
が
展
開
さ
れ
る
。
第
二
部
に
於
け

る
作
業
の
眼
目
は
、
第
一
部
の
作
業
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
日
木
経
済
の
現
実
に
対
す
る
認
識

と
、
櫛
束
委
員
会
が
日
本
に
許
容
し
た
一
九
三
O
|
三
四
年
(昭
和
五
|
九
年
)
の
生
活
水
準
と

を
前
提
と
し
て
、
妥
当
な
期
間
内
に
日
本
経
済
を
自
立
に
導
く
た
め
に
必
要
な
産
業
水
準
を
想

定
し
、
と
の
水
準
に
照
し
て
日
本
に
残
酷
せ
ら
る
べ
き
産
業
施
設
の
量
と
質
を
明
か
な
ら
し
め

ん
と
す
る
に
あ
る
。
勿
論
現
状
の
如
〈
将
来
に
対
す
る
各
般
の
情
勢
の
見
透
が
極
め
て
困
難
な

る
際
に
、
不
充
分
な
資
料
に
義
い
て
斯
様
な
作
業
を
完
遂
す
る
こ
と
の
困
難
は
論
ず
る
迄
も
な

い
。
然
し
乍
ら
こ
こ
に
展
開
さ
れ
る
問
題
の
解
明
は
そ
の
綜
合
性
と
具
休
性
の
結
合
の
度
合
に

於
て
極
め
て
優
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
日
本
側
自
身
と
し
て
も
教
え
ら
れ
る
点
が
多
い
。
い
は

ん
や
そ
の
結
論
の
大
胆
さ
と
表
現
の
率
直
さ
と
に
至
つ
て
は
到
底
敗
戦
国
の
よ
〈
な
し
得
な
い

処
で
あ
っ
て
、
日
本
経
済
に
対
す
る
聯
合
各
国
の
理
解
b
z
深
め
る
た
め
の
有
力
な
資
料
を
提
供

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
。

(三)
報
告
第
二
部
に
於
け
る
立
論
の
構
成
は
凡
そ
次
の
如
〈
で
あ
る
。

先
づ
極
東
委
員
会
が
日
木
に
許
容
す
る
こ
と
を
決
定
し
た

一
九
三

0
1
一一一四
年
の
生
活
水
準

か
ら
出
発
し
て
、

一
九
五
三
年
(
昭
和
三
十
八
年
〉
を
一
応
の
目
標
と
し
、

ζ

の
年
ま
で
に
日
本

経
済
の
自
立
を
完
成
す
る
も
の
と
す
る
。
然
る
に
一
九
五
三
年
に
は
日
本
の
人
口
は
約
八
千
五

百
万
人
に
な
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
人
口
は
一
九
三
O
l一一一
四
年
の
約

一
一一
二

銘
に
相

当
す
る
が
、
非
農
業
人
口
に
就
て
言
え
ば
そ
の
率
は

一
六

O
%に
達
す
る
。
従
っ
て
、
一

九
五

三
年
に
於
て
必
要
と
す
る
工
業
の
水
準
と
そ
の
構
成
を
想
定
す
る
に
当
っ
て
、
之
を

一
九一
一一

O
i
一一
一四
年
の
そ
れ
と
直
接
比
較
す
る
と
と
は
非
実
際
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

一
九
五
三
年
の

そ
れ
を
想
定
す
る

一
応
の
足
掛
と
し
て
、
工
業
化
が
一
一
脳
進
み
且
つ
産
業
構
成
が
比
較
的
平
時

五



論

説
(
そ
の

一、../

経

済

般

経
済
に
近
い
状
態
に
あ
っ
た
一
九
三
七
年
〈
昭
和
十
二
年
)
を
選
定
す
る
。
目
標
の
年
}
九
五
三

年
の
経
済
を
一
九
三
七
年
と
比
較
す
る
と
人
口
は
四
O
%
の
増
加
に
な
る
が
、
軍
需
が
な
〈
文

生
活
水
準
は
一
九
三
O
|
三
四
年
の
そ
れ
よ
り
も
高
い
か
ら
、
一
九
五
三
年
の
工
業
水
準
は
大

ま
か
に
言
っ
て
}
九
三
七
年
に
近
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る。

然
し
乍
ら
、
そ
れ
は
勿
論
両
者
の
工
業
水
準
及
び
産
業
構
成
が
全
く
同
一
で
あ
っ
て
よ
い
と

脅
ふ
こ
と
で
は
な
い
。

先
づ
人

n
の
噌
加
に
伴
っ
て
或
租
の
物
資
に
就
て
は

一
九
三
七
年
当
時

以
上
の
輸
入
が
必
要
と
な
る
。
例
え
ば
日
本
の
農
地
は
既
に
高
度
に
利
用
さ
れ
て
居
り
、
単
位

而
積
当
り
収
量
の
増
加
に
も
、
又
耕
地
面
積
の
拡
大
に
も
極
め
て
狭
い
限
界
が
あ
り
、
更
に
漁
業

梅
域
の
縮
小
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
一
九
三
七
年
の
約
三
倍
の
輸
入
食
粗
(
約
千
ご
百
万
屯
)
が

必
袈
と
な
る
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
先
づ
製
品
輸
出
の
た
め
の
原
料
の
輸
入
は
一
応
除
外
し
、

閣
内
消
沈
に
必
要
な
も
の
の
み
に
就
て
検
問
す
る
と
、
-
九
三
七
年
に
比
し
輸
入
は
総
体
に
於

て
二
億
七
千
主
百
万
弗
(
一
九
三
九
年
価
格
)
だ
け
増
加
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず

商
船
隊
の
描
小
、
海
外
投
資
の
喪
失
等
に
よ
り
貿
易
外
収
支
は
一
億
四
千
万
弗
の
逆
調
と
な
る
。

こ
の
両
者
の
補
い
を
つ
け
る
た
め
に
一
九
五
三
年
に
は
一
九
三
七
年
に
比
し
純
輸
出
価
格
に
於

τ約
四
億
一
千
五
百
万
仰
に
相
当
す
る
輸
出
の
別
加
が
実
現
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

純

輸
出
価
絡
に
於
け
る
こ
れ
だ
け
の
増
加
を
生
み
出
す
た
め
輸
出
入
の
蹄
が
ど
れ
だ
け
拡
大
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と
は
将
来
に
於
け
る
産
業
構
成
の
如
何
に
も
よ
る
こ
と
で
、

容
易
に
推
定
し
難
い
。
然
し
乍
ら
、
一
九
三
七
年
に
於
け
る
総
輸
出
額
は

一
九
三
九
年
術
格
で

約
九
億
七
千
四
百
万
仰
に
上
る
か
ら
、

一
九
五
三
年
に
於
け
る
輸
出
は
少
ぐ
と
も
十
三
億
八
千

九
百
万
州
以
上
、
大
体
に
於
て
十
八
億
州
内
外
(
一
九
三
九
年
価
格
、
最
近
の
仰
に
換
算
す
れ
ば

約
三
十
六
悩
州
)
に
な
ら
な
け
れ
ば
日
木
経
済
の
自
立
述
成
は
囚
縦
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

註

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
が
何
故
基
準
価
桁
と
し
て
一
九
三
九
年
(
昭
和
十
四
年
〉
の
そ
れ
を
選

ん
だ
か
に
就
て
は
報
告
自
身
は
何
等
説
明
か
』
加
え
て
い
な
い
。
然
し
こ
の
年
は
、
日
本
と

し
て
は
、
未
だ
公
定
と
聞
と
の
聞
に
殆
ど
訴
雌
な
〈
、
価
格
状
態
が
比
較
的
正
常
な
状
態

に
あ
っ
た
最
も
近
い
年
で
あ
り
、
又
ア
メ
リ
カ
に
於
て
も
戦
前
の
以
躍
と
し
て
普
通
使
用

さ
れ
て
い
る
年
で
あ
る
か
ら
価
棉
水
準
の
娘
一
出
と
し
て
地
も
穏
当
な
年
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
参
考
迄
に
附
言
す
る
と
、
昭
和
主

l
九
年
平
均
は
世
界
恐
怖
の
影
響
を
受
け
て
い

る
た
め
価
格
水
準
と
し
て
は
む
し
ろ
異
常
に
低
い
も
の
と
言
え
る
。

玉

尤
も
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
は
こ
の
愉
入
増
加
を
賄
う
た
め
の
輸
出
増
加
の
構
成
に
就
て
予
想
を

下
す
こ
と
は
余
り
に
も
観
念
的
で
あ
る
と
し
之
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
誕
っ
て
少
く
と
も
理
論

的
に
は
之
に
要
す
る
産
業
設
備
能
力
は
第
二
部
に
於
て
日
本
に
残
置
せ
し
む
る
様
勧
告
さ
れ
た

産
業
設
備
能
力
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
、
造
船
そ
の

他
二
、
一二の
特
殊
な
も
の
を
除
舎
、
大
部
分
の
工
業
部
門
に
関
し
て
は
第
二
部
に
於
て
日
本
が

必
援
と
す
る
と
結
論
さ
れ
た
設
備
能
力
の
方
が
日
本
の
現
有
能
力
よ
り
も
大
で
あ
る
か
ら
、
賠

償
に
関
す
る
報
告
で
あ
る
限
り
こ
の
点
を
更
に
掘
下
げ
る
必
要
は
必
ず
し
も
存
在
し
な
い
。

そ

れ
の
み
な
ら
ず
、
目
標
の
一
九
五
三
年
迄
に
一
九
三
O
ー
一
一
一
四
年
の
生
活
水
準
を
前
提
と
し
た

自
立
経
済
に
迄
恢
復
す
る
こ
と
は
殆
ど
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
九
・
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
こ

の
理
論
上
の
欠
陥
は
実
際
上
問
題
と
す
る
に
当
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

次
に
右
の
如
き
榔
成
に
従
っ
て
進
め
ら
れ
た
作
業
の
結
論
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
。
賠

償
決
定
に
関
す
る
具
体
的
勧
告
を
提
出
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
本
報
告
の
結
論
は
日
本
に
ど

れ
だ
け
の
産
業
設
備
能
力
が
残
置
さ
れ
、
ど
れ
だ
け
が
撤
去
又
は
破
壊
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
か

と
い
ふ
一
連
の
係
数
の
中
に
集
中
的
に
表
現
さ
れ
な
け
れ
ば
仕
ら
な
い
。
よ
っ
て
之
を
主
要
部

門
に
就
て
摘
記
す
れ
ば
左
の
如
〈
で
あ
る
。

鉄

鋼

一
九
五
三
年
に
於
け
る
完
成
鋼
の
国
内
需
要
推
定
総
鮪
は
凶
百
八
十
八
万
屯
(内
、
鋳
鋼
二

十
四
万
屯
、
特
殊
鋼
四
十
四
万
屯
)
で
あ
る
。
之
に
対
し
鋼
材
の
圧
延
施
設
の
実
際
能
力
(
一
般

に
理
論
的
能
力
の
半
分
と
討
さ
れ
る
)
は
約
四
百
二
十
万
屯
で
あ
り
、
輸
出
品
生
産
の
た
め
の

需
要
が
吏
に
之
に
加
わ
る
こ
と
宏
考
成
す
れ
ば
如
何
な
る
圧
延
施
政
も
撤
去
せ
ら
る
べ
き
で
な

い
。
銅
柚
慣
は
団
内
需
要
八
百
五
十
万
屯
に
対
し
現
有
能
力
六
百
四
十
万
屯
で
同
様
賠
償
の
対
殺

と
な
ら
な
い
。
又
現
在
日
本
が
所
有
す
る
銑
鉄
の
実
際
生
産
能
力
は
約
三
百
六
十
万
屯
で
あ
る

が
、
こ
の
外
に
国
内
で
入
手
し
得
る
あ
ら
ゆ
る
ス
ク
ラ
ッ
プ
を
使
用
し
て
も
な
お
囲
内
需
要
を

充
す
上
に
約
百
八
十
万
屯
の
不
足
を
来
す
状
態
で
あ
っ
て
、
勿
論
賠
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
。

B

ア
ル
ミ
コ
ユ

!
ム
、
マ
グ
ネ
ジ
ュ

ー
ム

ポ
l
レ
l
策
で
は
全
部
撤
去
を
予
定
さ
れ
た
ア
ル
ミ
ニ
ュ

ー
ん
生

-M施
設
は

「
公
文
帯
二
三

六

|
四一一
一
回
さ
で
幾
分
経
和
さ
れ
た
が
、
本
案
で
は
更
に
緩
和
さ
れ
て
ア
ル
ミ

-一ユ

l
ム
還
元

施
設
の
全
部
〈
年
産
九
万
三
千
屯
)
及
び
同
製
造
(
圧
延
)
施
設
の
半
分
が
接
さ
れ
る
こ
と
L
な
つ

A 



た
。
又
「
公
文
書
一
一
一
一
一
六

l
四
一
一
一
号
」
で
も
全
部
撤
去
に
決
っ
た
マ
グ
ネ
シ
ユ
l
ム
生
産
施
設
も

年
産
六
百
λ
十
屯
中
二
百
屯
分
の
能
力
が
残
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

C

軸

受

工

業

軸
受
工
業
も
ポ
1
レ
1
報
告
と
は
逆
に
全
施
設
が
残
置
さ
れ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
該
部
門
は

原
料
が
少
〈
て
す
む
点
に
於
て
日
本
に
最
も
適
合
し
た
輸
出
産
業
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
工
作
機
械

ポ
1
レ
1
報
告
、
「
公
文
批
判
二
一一一六
l
四一一一号
l

共
に
工
作
機
械
年
産
能
力
を
一
万
台
に
限
定

し
た
が
木
報
告
で
は
年
間
生
産
能
力
約
三
万
七
千
台
の
企
州
産
施
設
が
そ
の
ま
L
残
置
さ
れ

る
。
(
こ
の
能
力
の
す
べ
て
が
必
ず
し
も
工
作
機
械
と
し
て
必
要
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
容
易

に
他
種
の
機
械
製
造
に
転
用
し
栂
る
点
が
考
慮
さ
れ
た
。
)

E

硫

敵

硫
酸
の
年
間
凶
百
七
十
五
万
五
千
屯
の
生
産
能
力
は
囲
内
需
要
に
対
し
て
は
約
六
十
五
万
五

千
屯
の
過
剰
で
あ
る
。
然
し
之
は
輸
出
用
の
人
絹
及
び
肥
料
生
産
に
使
用
さ
れ
る
か
ら
撤
去
さ

れ
な
い
。

D 

ソ
ー
ダ
灰
、
苛
性
ソ
ー
ダ
及
び
櫛
素

ソ
ー
ダ
灰
、
電
解
苛
性
ソ
ー
ダ
及
び
塩
素
の
-
九
五
三
年
に
於
け
る
需
要
は
夫
々
、
七
十
二

万
二
千
屯
、
十
七
万
屯
及
び
十
五
万
屯
で
あ
る
が
之
が
現
有
施
設
能
力
は
夫
々
、
四
十
九
万
三

千
屯
、
十
二
万
八
千
屯
及
び
十
一
万
三
千
屯
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
該
部
門
は
全
然
賠
償
の

対
象
と
な
ら
な
い
。

G

硝

酸

「
公
文
書
一
一一
一一
六
|
四
三
号
」
と
同
線
年
間
三
万
屯
の
能
力
の
み
残
置
。

H

電

力

現
有
発
電
能
力
及
び
一
九
五
三
年
の
推
定
需
要
に
闘
し
、
水
力
、
火
力
を
綜
合
し
た
詳
細
な

分
析
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
現
有
発
電
施
設
(
常
時
出
力
で
、
水
力
三
百
十
四
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
、
火
力
二
百
五
十
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
、
計
五
百
六
十
凶
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
で
は
常
時
出
力
で
約

百
五
十
九
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
不
足
を
来
す
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
車
工
撒
及
び

海
軍
基
地
か
ら
の
も
の
以
外
、
一
切
の
発
電
設
備
は
賠
償
に
充
て
ら
れ
な
い
。
な
ほ
一
九
五
三

F 

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
つ
い
て

年
の
需
要
量
は
同
年
の
推
定
人
口
に
よ
る
国
内
需
要
と
一
九
三
七
年
に
実
際
に
輸
出
し
た
輸
出

口
聞
の
量
と
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
然
し
一
丸
五
三
年
の
輸
出
は

一
九
三
七
年
以
上
で
な
け
れ
ば

な
ら
ぬ
か
ら
発
電
能
力
の
不
足
は
そ
れ
だ
け
大
と
な
る
。

商

船

一
九
五
三
年
ま
で
に
人
口
二
十
二
人
当
り
約

一
総
屯
(
一
九
三
O
|
三
四
年
は
人
口
十
六
人

当
り
一
総
屯
)
の
船
舶
を
要
す
る
と
見
込
ん
で
最
少
限
度
四
百
万
総
屯
の
保
有
船
舶
が
必
要
と

な
る
。

従
っ
て
、
百
三
十
万
総
屯
に
足
ら
ぬ
現
有
船
舶
は
そ
の
ま
L
保
有
さ
る
べ
会
で
お
る

(
「
公
文
書
-
一
三
六
|
一一一
四
号
」
の
保
有
限
度
は
二
百
万
総
屯
で
あ
る
)
。
又
造
船
能
力
は
、
一
九

主
三
年
迄
に
四
百
万
総
屯
保
有
を
目
的
と
し
て
、
「
公
文
書
一
一
一
一一
六

|
四一
一一
号
」
の
年
約
十
五
万

総
屯
か
ら
約
四
十
万
総
屯
に
引
上
げ
ら
れ
、
反
対
に
撤
去
能
力
は
六
十
四
万
八
千
総
屯
か
ら
一
一
一

十
八
万
五
千
総
屯
に
削
減
さ
れ
る
。

I 

其

他

其
他
~
石
油
精
製
、
貯
油
施
設
、
人
造
ゴ
ム
、
人
造
石
油
の
取
扱
は
「
公
文
書
ご
コ
ヱ
ハ
|
四

三
号
」
と
同
一
で
る
る
。

以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
結
局
賠
償
と
し
て
撤
去
さ
れ
る
も
の
は
、
主
要
軍
需
施
設
〈

一
九
三

九
年
価
格
で
十
四
億
七
千
五
百
万
円
と
評
価
さ
れ
て
い
る
)
を
除
〈
と
、
僅
に
人
造
ゴ
ム
(
全

部
)
、
硝
酸
、
造
船
、
ア
ル
ミ
エ
ユ
1
ム
及
び
マ
グ
ネ
シ
ユ
l

ム
(
何
れ
も
一
部
)
の
五
部
門
(
一

九
=
一九
年
価
格
で

一
億
二
千
七
百
万
円
相
当
の
施
設
〉
の
み
に
限
ら
れ
る
こ
左
L
な
る
。
勿
論

之
だ
け
の
賠
償
で
も
そ
の
撤
去
が
実
施
さ
れ
る
と
な
れ
ば
衰
弱
し
た
日
本
経
済
に
と
っ
て
容
易

な
ら
ぬ
問
題
で
あ
る
う
。
然
し
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
処
の
意
味
は
最
早
日
本
工
業
の
生
産
水
準

が
一
定
の
低
い
点
に
限
定
さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
よ
り
は
む
し
ろ
、
単
に
撤
去
そ
の
も
の
が
姉
ら

す
で
あ
ろ
う
経
済
問
題
に
す
ぎ
ぬ
こ
と
L
な
る
。
誌
に
示
さ
れ
た
様
な
結
論
ほ
報
告
書
第
二
部

の
体
論
に
も
あ
る
如
〈
「
日
木
人
に
対
す
る
同
情
や
憐
れ
み
」
に
影
響
さ
れ
な
い
日
本
経
済
に
対

す
る
客
制
的
分
析
か
ら
当
然
に
導
会
出
さ
れ
た
論
理
的
帰
結
で
あ
る
と
言
え
る
。
然
し
乍
ら
日

本
経
済
に
対
す
る
こ
の
様
な
認
識
が
直
ち
に
極
東
委
員
会
諸
国
の
受
容
れ
る
処
と
な
る
か
否
か

は
自
づ
と
別
問
題
で
あ
り
、
少
〈
と
も
今
後
な
ほ
多
〈
の
時
を
、
鈴
女
と
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

帥
ジ
ョ
ン
ス
ト
ン
報
告
と
の
関
係

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
書
の
分
析
を
通
じ
て
、
仮
に
主
要
軍
需
施
設
以
外
の
す
べ
て
の
賠
償
が
免

J 

五



三企.
E閥

説
(
そ
の

一
、.__/

経

済

般

除
さ
れ
る
に
し
て
も
、
近
い
将
来
に
於
て
日
本
経
済
を
自
立
の
状
態
に
ま
で
恢
復
ぜ
し
め
る
こ

と
の
困
難
は
既
に
明
白
で
あ
ろ
う
。
然
し
乍
ら
、
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
書
は
あ
く
ま
で
も
賠
償
に

関
す
る
報
告
書
で
あ
る
。
そ
れ
は
平
和
な
る
日
本
経
済
の
自
立
に
と
っ
て
伺
が
過
剰
な
施
設
で

あ
る
か
を
明
か
な
ら
し
む
れ
ば
足
る
の
で
あ
っ
て
、
日
本
経
済
を
自
立
せ
し
む
る
上
に
何
が
不

足
で
あ
り
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
如
何
な
る
具
体
的
方
策
が
必
要
で
あ
る
か
に
就
て
論
ず
る
こ

と
は
報
告
の
任
務
で
は
な
い
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
日
本
経
済
を
自
立
せ
し
め
ん
と
す
る
要
請

は
最
早
問
題
を
単
に
賠
償
の
緩
和
の
域
に
停
ま
ら
し
む
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。
否
、
む
し
ろ
賠

〔附

表
〕

対

日
賠
償
試
案
比
較
表
(
年
間
能
力
)

ポ

l

レ
l

最

終

報

告

部

門

残

世

マ
グ
ネ
ジ
ュ

l
ム
(
砲
〉

)

「鉱

石

処

理

千

一清

涼

明川

~
uJ

式
目

一

j
臨

一仕

上

一

(

一
日

-

凶

一

F

・3

3
一

軸
受
(
百
万
円
)
一

工

作

機

械

(
千
台〉一

保
有
工
作
機
械
(
千
台
)
一

硫

@

「

接

触

法

一

千
{
鉛
室
法
其
他
一

般

情

不

副

一

全
施
設七ー

、、
3工 ヌ工プt
Eコ Eコ 亡コo cコ Eコ亡コ

五
回

償
の
大
幅
な
緩
和
は
当
然
の
こ
と
L
し
て
、
逆
に
日
本
に
対
し
て
与
え
ら
る
べ
き
外
国
援
助
の

方
法
及
び
規
模
の
方
に
問
題
の
重
点
が
移
行
し
つ
L

あ
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
か
-L

る
意
味
に

於
て
日
本
経
済
再
建
に
関
す
る
-
一
泊
包
括
的
な
見
地
か
ら
す
る
対
策
の
樹
立
が
必
要
と
な
る
に

至
っ
た
事
情
は
之
を
推
測
す
る
に
難
く
な
い
。
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
次
い
で
公
表
せ
ら
れ
た
ジ

ョ
ン
ス
ト
ン
報
告
(
ド
レ
l
パ
l
報
告
〉
は
斯
様
な
見
地
か
ら
な
さ
れ
た
視
・M
M
報
告
で
あ
っ
て
、

そ
れ
は
内
容
的
に
は
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
書
と
不
可
分
の
関
係
に
る
る
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

(
加
藤
)

ス

報

-フ

イ

ク

告



織紡道 鉄船商ゴtE電油 石
Fな (台) (随 総〉 μ 、〈ルレパ千)
r~ 1~ ，-一一ー----ー一ー一一--，.--"-一「 同 F一一~ーーー『
警護製 保 造保ら貯精人
.Wi ，前進有船 J 力
鍾 .- ~有\プ? 油造
数空貨亙扇長五議語読船1<7](施 石
千受電関電関
き空事事 ;車車事事理造 l腹力力 設製油

{受ー
(描 !日民旧民
~l!l if< 

一一 宮 骨省有有有
、 、"' 元圭o6九

|i三重き 雲足話番ぎ 菜室 Z3六
、-..，-" r-、〆-ー¥〆-、、
~三 百草下-~硫の伝T

民六美 佐;@雪宗自宅議長31i前向言⑫
( 12う) 、 へ全場に M脳会の"7 . '!.山

18霊会言 。きさ多会gggJセ9き也55525き重量塁語』ー______...，-ー{目、
r--， 
小大
法造

祭器
-r、
てJ

刷
出
解
胡
叫
性
ソ

l

〆
(
千
磁
〉

ソ

ー

ダ

一伏
(
同
布
〉

塩

素

(

同
右
〉

硝

酸

(

同

右

)

イ
刊
『
タ

l

ル

蒸

溜

ト…盟
タ
ー
ル
軽
油
蒸
溜

セ
ル
ロ
イ
ド
(
千
国
)

ア
ル
コ
ー
ル
(
千
訴
)

メ
タ
ノ
ー
ル
(同
右
)

人

造

コ

ム
(
聴
)

計
〈
千
円
)

主
要
軍
需
施
設
(
同
右
)

総

計

(

同

右

)

，6. 
J:l 

⑫ 

一六
七

Z
O四

一一z
一一
一

穴
九
三
四九
一=一
七

⑪ 

六
、
九
一
=

三
()、七百
一=

三
官
、二
八
=

七
O
=

)、
四七二

一=
、
五回六

宮
司

0
0
0

-
(
)
O
 

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
つ
い
て

⑫ 

四四
三
0
0

閥

(

〕

一二
・五0
 

0
 

0
 

0
 

⑫ 

四九一一
一ニ
・五。

0
 

0
 

0
 

仁コζコEコ

⑮
一
回
、

5
0一

三
、
夫
。

↑
⑪
ム

一
o、
8

0
一

{
一o、0
0
一

}
}、

(
〕

0
0

@
 lJ-J」三ι

CコCコCコ

⑪ 

一
ニ人一

一=一
七
一
⑬⑬ 

約
き 一
万，J

I ，臨究

ごと@審
副知 一・ニコ

ーJ._..L_--'_---，-' _一」--JiL2
@@  

⑬⑪  

8 

⑪ 

主主

⑩

ペ

コ
一一

七
、
一一九
百

@一ニ
、一回
。

町一六民五九
六回入

-一、六九
盟

九
(

)

O

出4
3宍

八一
四九一三七百5

0
 

Cコ仁コ

⑬ 

20=0  
⑬ 

一
二
人
回九一一-
一
一=
=δ 

⑫
七
、
-

一

妻

。

⑮
宍
一
回
O
一ご

開
山
崎
版
び
J

一

-
F

之
副
耳
岩
崎
h
b

一一

-
ご

泊
予

D
t
O
D
-
-
一

@

的
L

一、回六
五
一」f
臨
釦
も
れ

J
一

二、
き
五

一、一
一

塁

呈

@

-二
一九九
一

一五
百一

一一一八

五

一

回
一六

@
回
、

芸

一

六

|

一
@
六
、
8

0

ζコ

⑩ 

Cコ
?恒

⑬ 

Cコ

⑮ 

Cコ

@
九、八
O
七

c・3ζ〉， ' 1 I 

九
(
)
凸

⑬ 

Cコ

⑬ 

。
一
⑪
九
、八
O
七

、ー~

七、ニ九
=

一ニ、
一回()て=ζニニ=

〈コ ;1.. ニニ
ニ二 3句 ，.，ミ

!去 ， I I 1 ，史 I i 三

J、.
=: Cコ 仁三)= 

九、六回入

入、
8

0

一O、0
00

一()、
エ芸ハ

亡コ

七五()

Cコ

Cコιコ Cコ|六
二二 Eコ
、ーー、_.
3宍 二二
ベ三14ミ
ー- t ^ 88至
、ー....，--'

f、

一̂
、-..，-"

き

8 
ζコ

I I I 

l;i i } 

5 七三Z

.，;聞き
回 ~t-; ~ ，、""、

孟ム~
奈妻 5
二三 o ニニ

重憲章 l 

、ー-.，-ー_.

、-..，-

五
五



三ι
面開

説
(
そ
の

般

一
、._/

経

済

〔備
考
〕

①
 

②
 
こ
の
数
字
は
聯
合
軍
司
令
部
昭
和
二
十
二
年
八
月
占
領
報
告
に
よ
る
。

ζ

の
数
字
は
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
よ
る
実
際
生
産
能
力
で
あ
る
が
、
間
報
告
は
そ
の
理

論
的
生
産
能
力
を
夫
々
銑
鉄
四
五
二
万
題
、
鋼
塊

λ
O三
万
題
、
圧
延
て

O
丸
三
万
砲

で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。

@
こ
の
数
字
は
終
戦
附
の
生
産
能
力
で
、
そ
の
後
肥
料
其
他
に
転
執
が
行
は
れ
た
。

@
こ
の
数
字
は
理
研
金
属
宇
部
工
場
の
現
有
能
力
で
あ
る
が
、
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
は
そ
の

修
理
後
の
能
力
を

一、

0
0
0聴
と
推
定
し
て
ゐ
る
。

⑤
昭
和
十
九
年
公
定
価
絡
。

⑥

昭

和

十
八
|
十
九
年
平
均
価
絡
。

①
日
本
の
工
作
機
械
保
有
数
は
五

O
l六
O
万
台
と
推
定
さ
れ
て
ゐ
る
が
、

報
告
は
時
間
と
予
算
の
閣
係
で
こ
の
数
字
を
充
分
検
討
し
な
か
っ
た
。

ス
ト
ラ
イ
ク

@

ボ

1
メ
五
O
度
に
換
算
。

@
全
部
接
触
法
工
場
。

⑩
生
ソ
ー
ダ
灰
か
ら
精
製
ソ
ー
ダ
二
九
万
九
千
臨
及
び
苛
性
ソ
ー
ダ一

ご

万
九
千
躍
を
製

造
す
る
能
力
あ
る
施
設
を
含
む
。

⑪
電
解
法
は
苛
性
ソ
ー
ダ

一
に
対
し
塩
素
約

0
・
八
八
を
同
時
に
生
産
す
る
。

⑫
濃
度
九
八
筋
。

⑬
濃
度
一

O
O
Z。

⑭
 
内
訳
U
官
有
二
八
好
、
民
有
四
二
昨
、
外
に
旧
軍
培
養
の
も
の
約
一

一
O
好
あ
り
た
る

も
既
に
酒
類
酷
造
に
転
換
一
針
。

⑮

一

砲

H
八
バ
レ
ル
と
し
て
換
算
(
精
製
能
力
)
。

⑬
日
産
能
力
四
万
バ
レ
ル
を
年
に
換
算
。

⑪

一
一肝
H
六

・
二
九
バ
レ
ル
と
し
て
換
算
。

⑬
三
省
連
絡
委
員
会
は
人
造
石
油
工
場
が
肥
料
生
産
に
転
換
さ
れ
る
限
度
(
聯
合
軍
司
令

部
の
認
可
を
要
す
)
に
於
て
賠
償
か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
、
決
定
し
た
が
、
ス
ト
ラ
イ
ク
報

告
は
全
工
場
を
肥
料
生
産
に
転
用
す
る
ζ
と
を
勧
告
し
て
ゐ
る
。

五
六

⑮
現
在
稼
動
中
の
施
設
の
み
。

@
稼
動
中
及
び
修
理
可
能
の
施
設
。
三
省
委
員
会
が
日
本
に
残
す
こ
と
を
許
容
し
た
日
産

凶
万
バ
レ
ル
の
水
準
は
之
よ
り
も
大
き
い
。

⑪
撤
去
の
要
は
な
い
が
極
め
て
不
経
清
・
な
工
岨
初
で
あ
る
か
ら
破
壊
し
た
方
が
よ
い
と
ス
ト

ラ
イ
ク
報
告
は
勧
告
し
て
ゐ
る
。

@ 

こ
の
外
に
貯
油
能
力

一
、
一
一
一一
八
万
バ
レ
ル
の
地
下
貯
蔵
施
設
が
あ
る
が
、

ク
報
告
は
之
を
戦
略
問
題
な
り
と
し
て
報
告
の
対
象
か
ら
除
い
て
ゐ
る
。

@
自
家
用
を
含
む
認
可
最
大
出
力
(
ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
に
よ
る
)
。

@

ポ

i

レ
l
報
告
は
四
百
万
の
能
力
の
中
半
分
を
撤
去
す
る
と
な
し
て
ゐ
る
。

@
何
れ
も
常
時
出
力
(
自
家
用
を
含
む
)
。

⑮
銘
板
定
絡
出
力
(
他
に
軍
需
施
設
附
属
の
も
の
若
干
あ
り
)
。

@
内
送
電
幹
誠
に
楼
続
の
も
の

一
、
九
二
三
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
(
三
省
委
員
会
は
送
電
幹
線

に
接
続
す
る
も
の
に
し
て
二
、
一

O
O千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
以
上
の
施
設
を
撤
去
す
る
こ
と
に

決
定
し
て
ゐ
る
)
。

@
内
送
電
幹
線
に
接
続
の
も
の

一
、
九
O
六
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
含
む
。
之
が

現
有
能
力

(
幹
線
接
続
分
〉
と
若

T
喰
遊
ふ
の
は
他
の
閥
係
で
撤
去
さ
れ
る
工
場
に
附
随
し
て
例
外
的

に
撤
去
さ
れ
る
も
の
が
多
少
あ
る
か
ら
で
る
る
。

⑮
五
千
砲
以
上
の
船
舶
一

一
四
隻
。

⑩
保
有
限
度
は
十
二
ノ
ッ
ト
五
千
総
庖
以
下
の
も
の
一
五

O
万
砲
。

ス
ト
ラ
イ

@@@  

百
総
泊
以
上
の
船
舶
の
み
を
対
象
と
す
。

百
総
理
以
上
の
鋼
鉄
船
の
造
船
所
の
み
を
対
象
と
す
。

現
有
船
舶
は
三
省
委
員
会
決
定
の
二
百
万
砲
の
限
度
以
下
で
あ
る
が
時
速
十
五
ノ
ッ
ト

を
趨
へ
る
六
千
庖
以
上
の
船
舶
は
賠
償
に
当
て
ら
れ
る
。

ス
ト
ラ
イ
ク
報
告
独
自
の
見
解
に
よ
る
保
有
限
度
は
四
百
万
阻
。

三
百
万
総
踊
の
尚
船
隊
に
サ
l
ヴ
イ
ス
し
得
る
輩
。

四
百
万
総
胞
の
商
船
隊
に
サ
l
ヴ
イ
ス
し
得
る
室
。

評
価
は
何
れ
も
一
九
三
九
年
(
昭
和
十
四
年
)
の
円
価
値
で
表
示
さ
れ
て
ゐ
る
。

@@l@@ 


